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巻
頭
言  

 

平
成
二
十
二
年
度
を 

 
 

振
り
返
っ
て 

 

 

会
長 

菅
井 

茂 

 

平
成
二
十

二
年
は
、
経
済

面
だ
け
で
な

く
国
防
や
外

交
な
ど
で
も

日
本
は
ど
う

な
る
の
だ
ろ

う
か
と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
の
多
い

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
も
わ
が
母
校
に
は
、

明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。 

四
月
に
菅
原
校
長
先
生
・
高
橋

教
頭
先
生
は
じ
め
新
し
い
先
生
方

を
お
迎
え
し
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
し
、
十
月
に
は
吹
奏
楽

部
と
合
唱
部
が
と
も
に
全
国
大
会

に
出
場
し
、
其
々
銅
賞
と
銀
賞
を

得
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
と

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
後
輩
の
活

躍
に
誇
り
を
感
じ
た
年
で
し
た
。 

 

さ
て
、
同
窓
会
活
動
と
し
て
皆

様
に
報
告
致
し
ま
す
の
は
、
全
国

大
会
に
出
場
し
た
吹
奏
楽
部
と
合

唱
部
に
対
し
て
、
基
金
の
方
か
ら

三
十
万
円
の
援
助
を
し
た
こ
と
で

す
。 驚

い
た
こ
と
に
は
、
吹
奏
部
の

生
徒
全
員
が
合
唱
部
に
所
属
し
て

い
た
の
で
す
。
同
じ
生
徒
た
ち
が

吹
奏
楽
と
合
唱
の
全
国
大
会
に
同

時
に
出
場
す
る
と
い
う
例
は
、
大

会
史
上
殆
ど
な
く
、
朝
日
新
聞
の

全
国
版
で
報
道
さ
れ
、「
八
軒
中
学

校
」
の
名
前
が
大
き
く
載
り
ま
し

た
。
更
に
感
動
し
た
こ
と
は
、
吹

奏
楽
の
全
国
大
会
は
東
京
で
、
合

唱
の
そ
れ
は
翌
日
神
戸
で
行
な
わ

れ
る
の
で
、
生
徒
た
ち
は
東
京
で

の
演
奏
が
終
わ
る
や
否
や
神
戸
に

移
動
し
て
合
唱
の
全
国
大
会
に
出

場
し
、
銀
賞
を
得
た
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
快
挙
に
対
し
て
支
援
し

よ
う
と
考
え
、
代
表
幹
事
会
で
承

認
し
て
い
た
だ
き
、
後
日
学
校
に

贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
四
年
に
一

回
の
総
会
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

総
会
の
開
催
日
は
、
六
月
二
十
六

日
（
日
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今

年
は
同
窓
会
創
立
五
十
六
周
年
目

に
も
当
た
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

お
力
で
楽
し
い
会
に
し
て
頂
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

 
 

ご
あ
い
さ
つ  

  
 

伝
統
を
受
け
継
い
で 

 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校 

 
 

 
 

 

校
長 

菅
原 

敏
彦 

春
、
八
軒
中
学
校
の
校
門
を
初

め
て
く
ぐ
っ
た
と
き
、
校
訓
を
刻

ん
だ
石
碑
を
見
ま
し
た
。「
美
し
さ 

た
く
ま
し
さ 

つ
つ
ま
し
さ
」
。
私

は
、
何
と
も
言
い
難
い
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
中
に
奥

深
い
も
の
が
あ
り
、
人
間
が
ま
っ

と
う
に
生
き
る
た
め
に
大
切
に
し

た
い
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
校
訓
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

よ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。
特
に
、

「
美
し
さ
」
を
強
調
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。
内
面
的
な
「
美
し
さ
」

に
支
え
ら
れ
た
真
の
「
美
し
さ
」

で
す
。 

そ
ん
な
願
い
は
、
少
し
ず
つ
か

な
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
た
る
所
で
、

八
軒
生
の
美
し
さ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
校
門
を
く
ぐ
る
時
、

廊
下
で
す
れ
違
う
時
、
さ
わ
や
か

な
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

授
業
で
、
自
分
の
思
い
や
願
い
を

発
表
し
て
く
れ
ま
す
。
文
化
発
表

会
や
合
唱
祭
等
の
行
事
で
は
、
素

晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
全
員
が
心
を
一
つ

に
し
て
歌
う
姿
に
身
震
い
も
し
ま

す
。 平

成
二
十
二
年
秋
、
吹
奏
楽
部

と
合
唱
部
は
ダ
ブ
ル
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
東
京
普
門

館
、
兵
庫
県
立
文
化
セ
ン
タ
ー
で

奏
で
る
八
軒
生
は
、
実
に
美
し
か

っ
た
で
す
。
日
常
の
些
細
な
場
面

か
ら
全
国
大
会
ま
で
、
八
軒
生
の

美
し
さ
が
見
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。 

  

 
 

（
二
頁
へ
続
く
） 
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第
五
回
代
表
幹
事
会
は
、
平
成
二

十
二
年
七
月
三
日
、
八
軒
中
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   
 

総
会
開
催
に
向
け
て 

  
 
 
 

第
五
回
代
表
幹
事
会  

 

菅
井
茂
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
同

窓
会
役
員
、
事
務
局
、
同
窓
会
参
与

で
あ
る
八
軒
中
学
校
の
菅
原
敏
彦
校

長
先
生
、
同
窓
会
担
当
の
高
山
先
生

の
ほ
か
、
遠
藤
栄
相
談
役
、
十
三
、

十
四
回
の
学
年
幹
事
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
，
多
大
な

る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
温
か
く

励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お

願
い
し
ま
し
て
，
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。 

 

（
一
頁
か
ら
の
続
き
） 

検
討
を
開
始 

新
任
の
菅
原
校
長
先
生
か
ら
は
、

着
任
の
際
に
校
訓
に
感
銘
し
た
と
い

う
お
話
に
始
ま
り
、
最
近
の
母
校
の

様
子
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
総
体
で
の
活
躍
の
反
面
、
生
活
指

導
面
で
や
や
心
配
な
面
も
見
受
け
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
後
、
各
学
年
か
ら
活
動
状
況

を
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

次
年
度
開
催
予
定
の
総
会
の
時
期
、

会
場
、
会
費
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
欠
席

の
学
年
の
近
況
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
で
は
ま
ず
、
村
井
雅
彦
事
務

局
長
か
ら
第
四
回
代
表
幹
事
会
以
降

の
活
動
報
告
、
遠
藤
恭
郎
会
計
次
長

か
ら
平
成
二
十
一
年
度
の
会
計
報
告
、

八
谷
和
子
監
査
か
ら
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

次
に
、「
生
徒
の
生
活
環
境
を
考
え

る
」
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、

欠
席
の
委
員
長
（
本
郷
誠
副
会
長
）

に
代
わ
り
菅
原
敏
之
事
務
局
長
及
び

直
野
ま
り
委
員
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。「
私
の
八
軒
時
代
編
纂
」
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
で
あ
る
佐

藤
徳
子
副
会
長
か
ら
原
稿
の
集
約
状

況
の
ほ
か
、
同
窓
生
か
ら
の
聞
き
取

り
、
座
談
会
の
開
催
を
検
討
中
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
議
終
了
後
、
会
場
を
河
原
町
の

「
つ
き
だ
て
や
」
に
移
し
て
、
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  
 

全
国
大
会
出
場
を
祝
し 

  
 

 
 

第
六
回
代
表
幹
事
会  

菅
井
会
長
の
挨
拶
で
は
、
吹
奏
楽

部
と
合
唱
部
の
全
国
大
会
出
場
の
喜

び
、
同
窓
会
の
五
十
五
周
年
、
平
成

二
十
三
年
度
の
総
会
開
催
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
新
任
の
高
橋

恭
教
頭
長
先
生
か
ら
は
、
吹
奏
楽
部

と
合
唱
部
の
全
国
大
会
出
場
、
健
全

育
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
八
軒
中
ア
ル

カ
ス
」
の
活
躍
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日
、

八
軒
中
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第

六
回
代
表
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

三
十
万
円
補
助 

村
井
企
画
次
長
及
び
遠
藤
会
計
次

長
か
ら
は
第
五
回
代
表
幹
事
会
以
降

の
活
動
及
び
会
計
に
つ
い
て
、
ま
た
、

本
郷
、
佐
藤
両
副
会
長
か
ら
は
「
生

徒
の
生
活
環
境
を
考
え
る
」
委
員
会

と
「
私
の
八
軒
時
代
編
纂
」
委
員
会

の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

が
あ
り
ま
し
た
（
二
委
員
会
の
活
動

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
掲
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
。
「
八
軒
つ
う
し
ん
」
に

つ
い
て
、
第
六
号
の
編
集
方
針
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
代

表
幹
事
会
に

新
し
い
顔
ぶ

れ
の
参
加
が

あ
っ
た
の
は
、

大
変
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。

各
学
年
か
ら

の
近
況
報
告

の
中
で
、
在
学

中
に
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
が
で
き
た
と
い
う
十
二
回
生

か
ら
、
現
役
生
の
活
躍
を
喜
ぶ
発
言

と
と
も
に
、
在
学
当
時
楽
器
確
保
に

苦
労
し
た
と
い
う
思
い
出
話
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

各
学
年
の
近
況
報
告
に
先
立
ち
、

全
国
大
会
出
場
を
祝
し
て
、
遠
征
費

等
補
助
と
し
て
同
窓
会
か
ら
三
十
万

円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
八
軒
中
を
代

表
し
て
高
橋
教
頭
先
生
、
吹
奏
楽

部
・
合
唱
部
顧
問
の
高
田
志
穂
先
生

に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
は
、
会
場
を
河
原
町

の
「
末
広
寿
司
」
に
移
し
て
、
恒
例

の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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ア
ル
カ
ス
活
動
支
援 

  
 
 
  
 
  
 
  

昨
年
十
二
月
、
学
校
側
・
高
橋
教

頭
先
生
、
高
山
先
生
、
同
窓
会
・
委

員
会
メ
ン
バ
ー
と
で
協
議
し
た
結

果
、
学
校
側
で
取
組
ん
で
い
る
「
八

軒
中
ア
ル
カ
ス
の
活
動
支
援
」
、
「
部

活
動
指
導
者
バ
ン
ク
登
録
」
の
二
点

に
つ
い
て
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。  

二
委
員
会
の
動
き  

「
生
徒
の
生
活
環
境
を 

 

副
会
長
・
委
員
長 

 
 
 

本
郷 

誠 
考
え
る
」
委
員
会 

「
ア
ル
カ
ス
」
と
は
生
徒
が
主
体

的
に
健
全
育
成
活
動
や
非
行
防
止
活

動
に
参
画
し
、
子
ど
も
た
ち
の
視
点

か
ら
、
地
域
に
情
報
を
発
信
し
、
よ

り
よ
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
す
る
、
児
童
生
徒
育
成
健
全
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。
平
成
二
十
二
年
七

月
二
十
日
に
発
足
。
現
在
四
十
三
名

の
生
徒
が
登
録
、
若
林
区
民
ま
つ
り

で
の
美
化
運
動
、
万
引
き
防
止
対
話

会
、
二
回
の
清
掃
大
作
戦
、
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。 

 

学
校
で
の
部
活
動
で
は
、
先
生
方

の
多
忙
化
や
専
門
外
の
指
導
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
の
負
担
に
な

ら
な
い
程
度
に
生
徒
の
支
援
と
先
生

方
へ
の
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。 

委
員
会
と
し

て
は
、
三
月
三

日
、
第
三
回
清

掃
大
作
戦
（
Ｊ

Ｒ

物

資

部

公

園
）
に
参
加
す

る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
当
日
は

菅
井
会
長
、
佐
藤
徳
子
副
会
長
、
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
有
志
も
含

め
て
同
窓
会
か
ら
七
名
が
参
加
し
、

先
生
・
生
徒
四
十
一
名
と
一
緒
に
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

約
三
〇
分
間
で
、
公
園
と
そ
れ
に

隣
接
す
る
六
郷
堀
沿
い
の
小
道
は
見

違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
学
校
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
の
明
る
い
笑
顔
で
、
参
加
し

た
私
た
ち
の
心
も
明
る
く
爽
や
か
に

な
り
ま
し
た
。 

部
活
動
指
導
者
バ
ン
ク 

        

運
動
部
（
①
陸
上
部
、
②
水
泳
部
、

③
男
子
バ
ス
ケ
部
、
④
女
子
バ
ス
ケ

部
、
⑤
サ
ッ
カ
ー
部
、
⑥
新
体
操
部
、

⑦
野
球
部
、
⑧
女
子
バ
レ
ー
部
、 

文
化
部
（
⑰
吹
奏
楽
・
合
唱
部
、 

登
録
先 

八
軒
中
学
校 

教
頭
先
生 

部
活
動
指
導
（
協
力
）
可
能
な
方

は
、
必
要
事
項
（
お
名
前
・
連
絡
先
・

指
導
（
協
力
）
可
能
な
部
活
動
名
）

を
教
頭
先
生
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
で
も
可
。 

顧
問
（
学
校
）
か
ら
要
請
が
あ
れ

ば
、
双
方
で
具
体
的
協
力
体
制
を
調

整
の
上
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑨
男
女
テ
ニ
ス
部
、
⑩
男
女
卓
球
部
、

⑪
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
⑫
柔
道

部
、
⑬
剣
道
部
） 

⑱
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
部
、
⑲
美
術
部
、

⑳
家
庭
部
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
2
2
-
2
1
7-

9
75

2
 

電 

話 
0
2
2
-
2
2
3-

2
33

6
 

 

「
私
の
八
軒
時
代
」
編
纂
委
員
会

が
発
足
し
て
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
先
ず
は
「
原
稿
集
め
か
ら
」

と
勢
い
込
ん
で
各
回
生
に
呼
び
か
け

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
浸
透
し
て
い

か
ず
、
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
同
期
会
に
働
き
か
け
た
り
、

「
八
軒
つ
う
し
ん
」
で
呼
び
か
け
た

結
果
、
原
稿
は
少
し
ず
つ
集
ま
っ
て

来
ま
し
た
。
現
在
会
員
二
十
数
名
及

び
恩
師
・
歴
代
校
長
先
生
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
六
月
総
会
の
創
刊

号
に
向
け
て
最
後
の
歩
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
役
中
学
生
の

合
唱
部
と
吹
奏
楽
部
が
昨
秋
全
国
大

会
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
見
事
入
賞

の
誉
れ
に
輝
き
ま
し
た
。
同
窓
生
と

し
て
も
こ
の
快
挙
を
誇
り
に
思
い
、

今
回
生
徒
た
ち
の
喜
び
の
声
を
お
届

け
し
ま
す
。 

  

「
私
の
八
軒
時
代
」 

副
会
長
・
委
員
長 

  
 

佐
藤 

徳
子 

（
四
頁
へ
続
く
） 

編
纂
委
員
会 

生徒昇降口にある校訓碑 
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（
三
頁
か
ら
の
続
き
） 

 

八
軒
中
学
校
の
卒
業
生
は
、
開
校

以
来
七
十
四
年
の
年
月
に
旧
制
十
二

回
、
新
制
六
十
三
回
の
二
万
六
千
名

が
輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
同
窓

生
た
ち
が
、
昨
今
の
混
沌
と
し
て
い

る
社
会
の
中
で
、
日
々
の
生
活
に
奮

闘
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
八
軒
時
代
の

自
分
を
思
い
出
し
て
元
気
を
出
し
ま

し
ょ
う
。
各
回
生
が
語
り
継
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
八
軒
中
学
校
の
歴
史
が
繋

が
り
、
同
窓
生
と
し
て
の
絆
が
確
か

な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。 皆

様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
の
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り 

 

 

《
運
動
部
》 

第
五
十
九
回
仙
台
市
中
学
校
総
合
体

育
大
会 

① 

陸
上 

男
子 

走
り
幅
跳
び 

 

第
五
位 

三
年
百
Ｍ 

 
 

第
八
位 

走
り
高
跳
び 

 

第
十
二
位 

女
子 

共
通
四
種
競
技 

第
一
位 

共
通
二
百
Ｍ 

 

第
五
位 

走
り
幅
跳
び 

 

第
十
一
位 

（
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場
） 

② 

新
体
操 

女
子 

団
体 

 
 

 
 

第
四
位 

（
県
大
会
出
場
） 

③ 

柔
道 

男
子 

個
人 

六
十
六
㎏
以
下
級 

 

第
二
位 

個
人 

八
十
一
㎏
以
下
級 

 

第
五
位 

女
子 

個
人 

五
十
二
㎏
以
下
級 

 

第
二
位 

（
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場
） 

④ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

女
子 

若
林
区 

 
 

 

第
二
位 

⑤ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子 

個
人 

若
林
区 

第
五
位 

二
パ
ー
ト 

 
 

ベ
ス
ト
八 

⑥ 

水
泳 

男
子 

総
合 

 
 

 
 

第
四
位 

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 第

六
位 

四
百
Ｍ
リ
レ
ー 

 
 

第
五
位 

百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

 

第
六
位 

二
百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

第
八
位 

二
百
Ｍ
自
由
形 

 
 

第
二
位 

 

四
百
Ｍ
自
由
形 
 
 

第
二
位 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
七
位 

千
五
百
Ｍ
自
由
形 

 

第
三
位 

女
子 

総
合 

 
 
 

 

第
六
位 

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

 

第
四
位 

四
百
Ｍ
リ
レ
ー 

 
 

第
三
位 

百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 
 

第
四
位 

二
百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

第
五
位 

（
い
ず
れ
も
県
大
会
出
場
） 

⑦ 

特
別
支
援
卓
球 

男
子 Ｂ

三
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

第
三
位 

Ｂ
四
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

第
一
位 

Ｃ
二
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

第
一
位 

Ｃ
七
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

第
三
位 

 

第
五
十
九
回
宮
城
県
総
合
体
育
大
会 

① 

柔
道 

男
子 

個
人 

六
十
六
㎏
以
下
級 

 

第
三
位 

八
十
一
㎏
以
下
級 

第
三
位 

（
い
ず
れ
も
東
北
大
会
出
場
） 

② 
水
泳 

男
子 
総
合 

 
 
 

 

第
四
位 

四
百
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー 

 

第
五
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

四
百
Ｍ
リ
レ
ー 

 
 

第
七
位 

千
五 

 

千
五
百
Ｍ
自
由
形 

 

第
三
位 

（
北 

 
 

 
 

 
 

（
東
北
大
会
出
場
） 

二
百
Ｍ
自
由
形 

 
 

第
四
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

四
百
Ｍ
自
由
形 

 
 

第
二
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

 

第
六
位 

女
子 

 

百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

 

第
八
位 

二
百
Ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

第
八
位 

③ 

新
体
操 

女
子 

団
体 

 
 
 

 

第
六
位 

④ 

陸
上 

女
子 

共
通
四
種
競
技 

第
二
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

＊
そ
の
他
、
各
種
大
会
の
入
賞
の
実 

績
あ
り
。 

＊
新
人
大
会
で
陸
上
が
県
大
会
出
場
。 

 

《
文
化
部
》 

① 

吹
奏
楽 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
五

十
三
回
宮
城
県
大
会
予
選 

仙
台

太
白
・
宮
城
野
・
若
林
地
区
大
会 

金
賞 

（
県
大
会
出
場
） 

 

（
五
頁
へ
続
く
） 
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金
管
八
重
奏 

 
 

 
 

金
賞 

・
第
七
十
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
コ
ン
ク
ー

ル 
 
 

 
 
 
 
 

 

金
賞 

・
第
四
十
四
回
宮
城
県
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
仙
台
若
林
地
区
大

会 

・
第
五
十
八
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル 

 
 
 
 
 

 
銅
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第 

② 

合
唱 

五
十
三
回
宮
城
県
大
会 

金
賞 

第
五
十
三
回
東
北
大
会 

金
賞 

サ
キ
ソ
ホ
ン
八
重
奏 

 

金
賞 

混
合
十
重
奏 

 
 
 

 

奨
励
賞 

管
打
楽
器
五
重
奏 

 
 

金
賞 

 

（
東
北
大
会
出
場
） 

（
全
国
大
会
出
場
） 

（
東
北
大
会
出
場
） 

（
四
頁
か
ら
続
く
） 

吹奏楽 賞状、ﾄﾛﾌｨｰ 

 

「
全
国
の
舞
台
へ
」 

中
学
校
生
活
の
三
年
間
、
私
は
吹

奏
楽
・
合
唱
部
に
所
属
し
、
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
舞
台
に

立
つ
こ
と
は
、
部
員
全
員
の
大
き
な

目
標
で
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
休
み
の
日
も
毎
日
練
習
し
、
努

力
を
重
ね
ま
し
た
。 

・
第
六
十
三
回
全
日
本
合
唱
コ
ン 

・
第
六
十
二
回
全
日
本
合
唱
コ
ン 

・
平
成
二
十
二
年
度
東
北
放
送
主
催

こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
地

区
大
会 

 
 

 
 

 
 

優
秀
賞 

・
宮
城
県
合
唱
連
盟
朝
日
新
聞
社
主

催
第
六
十
二
回
全
日
本
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
宮
城
県
大
会 

・
第
七
十
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
コ

ン
ク
ー
ル 

 
 

 
 

 

銀
賞 

ク
ー
ル
全
国
大
会 

 

銀
賞 

ク
ー
ル
東
北
支
部
大
会 

金
賞 

金
賞 

宮
城
県
合
唱
連
盟
理
事
長
賞 

（
全
国
大
会
出
場
） 

（
東
北
大
会
出
場
） 

私
は
、
副
部
長
と
し
て
部
を
引
っ

張
り
、
仲
間
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を

立
て
た
ら
練
習
の
効
率
が
良
い
か
、

曲
を
つ
く
り
あ
げ
る
に
は
、
ど
ん
な

練
習
を
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
、
練
習

内
容
の
充
実
を
は
か
り
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
部
員

の
同
学
年
や
後
輩
の
相
談
に
の
り
、

支
え
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

嬉
し
い
と
き
や
辛
い
と
き
、
ど
ん
な

と
き
も
そ
ば
に
い
た
の
は
仲
間
で
し

た
。
支
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
私

自
身
が
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
け
た
の
も
、
こ
の
部
活
動

の
お
か
げ
で
す
。
吹
奏
楽
の
全
国
大

会
出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
嬉
し

さ
の
あ
ま
り
泣
き
な
が
ら
、
頑
張
っ

て
き
た
仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
た
ち
に
も
自

信
が
つ
き
、
合
唱
の
全
国
大
会
出
場

も
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練

習
と
大
会
を
通
し
て
、
仲
間
へ
の
思

い
や
り
と
協
力
、
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

こ
の
三
年
間
は
私
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
き
な
力
と
な
り
、
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
の
も
、

顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て 

          
 

 
 

 
 

 

優
秀
賞
、
優
良
賞 

 
 

朗
読
部
門 

 
 

 
 

入
選 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門 

 

金
賞 

《
そ
の
他
》 

ど
ん
な
と
き
も
支
え
て
く
れ
た
保
護

者
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
少
年
の
主
張
若
林
区
大
会 

・
第
二
十
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学

校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

・
第
二
十
七
回
宮
城
県
中
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト 

朗
読
部
門 

 
 
 

 

銀
賞 

（
い
ず
れ
も
全
国
大
会
出
場
） 

（
吹
奏
楽
・
合
唱
部
部
員
） 

（
全
国
大
会
出
場
） 

（
六
頁
へ
続
く
） 

奨
励
賞 

銅
賞 

合唱 賞状、たて 
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五
月
十
七
日
～
十
九
日 

  
 
 
 

 
 
 
 
 

入
選
、
佳
作 

  
 

弁
論 

 
 
 
 

 
 

優
良
賞 

 

五
月
十
三
日
～
十
五
日 

 

東
京
・
横
浜
方
面 

《
主
な
学
校
行
事
》 

・
二
年
野
外
活
動 

秋
田
・
岩
手 

・
三
年
修
学
旅
行 

・
第
五
十
四
回
日
本
学
生
科
学
賞 

・
第
六
十
二
回
仙
台
市
小
中
高
等 

・
平
成
二
十
二
年
度
宮
城
県
造
形 

・
第
五
十
七
回
仙
台
市
児
童
生
徒 

・
全
日
本
学
校
書
道
連
盟
主
催 

・
仙
台
市
中
学
校
弁
論
大
会 

・
第
六
十
回
仙
台
市
中
学
校
英
語
暗

唱
大
会
兼
高
円
宮
杯
全
日
本
中
学

校
英
語
弁
論
大
会
仙
台
市
予
選
大

会 第
六
十
二
回
全
国
学
生
書
道
展 

宮
城
県
審
査
委
員
会 

 
 

佳
作 

学
校
児
童
生
徒
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル 

理
科
作
品
展 

部
会
長
賞 

七
名 

教
育
作
品
展 

入
選 

 
 

二
名 

暗
唱 

 
 

 
 
 
 

優
良
賞 

（
五
頁
か
ら
の
続
き
） 

 

奨
励
賞 

 
優
良
賞 

 

五
月
十
九
日 

 

入
会
式
で
は
、
菅
井
会
長
か
ら
新

入
会
者
で
あ
る
三
年
生
に
対
し
て
歓

迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
、
先
輩

の
講
話
と
し
て
、
第
五
十
七
回
生
の

古
田
一
馬
さ
ん
（
東
北
大
学
経
済
学

部
在
学
）
が
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

 
平
成
二
十
二
年
三
月
五
日
、
平
成

二
十
一
年
度
（
第
六
十
三
回
）
仙
台

市
立
八
軒
中
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
入
会
者
は
男
子
一
一

六
名
、
女
子
九
六
名
の
計
二
一
二
名

で
し
た
。 

  
 

 

新
し
い
仲
間
を
迎
え
て  

  

三
月
十
二
日 

 

五
月
三
十
一
日 

・
第
六
十
四
回
卒
業
式 

・
同
窓
会
入
会
式 

三
月
十
一
日 

・
校
内
合
唱
祭
（
仙
台
市
民
会
館
） 

・
文
化
発
表
会 

九
月
四
日 

・
陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル 

・
一
年
校
外
学
習 

山
形 

十
一
月
二
日 

こ
れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
「
大
」
先
輩
が
お
話
し
す
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
学
生
で

あ
る
古
田
さ
ん
は
「
お
兄
さ
ん
」
と

い
う
感
じ
で
、
中
学
三
年
生
に
は
、

親
し
み
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
六
日
、

四
年
ぶ
り
に
八
軒
中
同
窓
会
総
会
を

開
催
し
ま
す
。 

  

会
場
は
仙
台
駅
近
辺
の
ホ
テ
ル
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
施
設
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
お
り
、
会
費
は
五
千
円
程

度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

総
会
の
お
知
ら
せ  

        

毎
年
度
、
同
窓
会
入
会
式
に
お
い

て
各
界
で
活
躍
す
る
同
窓
生
に
お
話

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
こ
の
人
が

い
い
の
で
は
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
事
務
局
ま

で
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。 

 

四
年
間
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告

の
ほ
か
、
役
員
任
期
、
総
会
開
催
等

に
関
す
る
会
則
改
正
に
つ
い
て
提
案

す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
私
の
八
軒
時
代
」
創
刊
号
の

配
付
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

~
h
a
ch
i
ke
n
/ 

h
t
t
p:
/
/w
w
w.s

e
n
da

i
-c

.
ed.

j
p
/
 

 

今
回
は
第
十
六
～
二
十
一
回
生
が

当
番
と
な
り
ま
す
。
現
在
事
務
局
員

と
し
て
参
加
し
て
い
る
方
以
外
で
も
、

お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
該
当
回
生
を

募
集
中
で
す
。
三
月
十
九
日
午
後
二

時
か
ら
、
八
軒
中
学
校
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
準
備
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
総
会
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化

し
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方

は
ご
参
集
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

会
場
、
会
費
が
決
ま
り
次
第
、
八

軒
中
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、

広
く
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
多
く

の
同
窓
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

※ 

八
軒
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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今
年
度
も
集
い
ま
し
た(

一)
  

 

第
十
四
回
生
（
昭
和
三
十
六
年
卒
） 

第
三
回
生
（
昭
和
二
十
五
年
卒
） 

平
成
二
十
二
年
九
月
十
二
・
十
三

日
、
遠
刈
田
温
泉
ゆ
と
森
倶
楽
部
に

て
、
四
十
一
名
の
参
加
で
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日
、

秋
保
温
泉
〝
ホ
テ
ル
き
よ
水
〟
に
一

泊
し
て
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

喜
寿
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

で
終
了
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

参
加
人
数
五
十
二
名
。
互
い
に
出

席
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
夜
が
更
け

る
の
も
忘
れ
て
語
り
合
い
、
今
後
の

健
康
を
祈
り
つ
つ
別
れ
を
惜
し
み
ま

し
た
。 

 
 
 

（
鈴
木 

京
子
） 

第
三
回 

平
成
十
九
年
十
一
月 

第
二
回 

平
成
十
七
年
十
一
月 

第
一
回 

平
成
八
年
九
月 

三
六
八
軒
中
卒 

塩
原
・
日
光
の
旅 

還
暦
を
祝
う
会 

（
二
十
九
名
） 

（
六
十
八
名
・
恩
師
二
名
） 

（
八
十
二
名
・
恩
師
二
名
） 

五
十
年
記
念
同
期
会 

  

平
成
十
九
年
二
月
発
足
の
関
東
在

住
の
同
期
会
は
、「
は
っ
け
ん
会
」
と

し
て
何
度

か
開
催
さ

れ
、
今
年

一
月
十
六

日
大
相
撲

観
戦
を
十

名
の
参
加

で
行
い
、

枡
席
よ
り

掛
け
声
を

掛
け
た
り

し
て
、
楽

し
く
観
戦
、

ち
ゃ
ん
こ

鍋
を
食
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

今
回
が
第
四
回
に
な
り
、
初
参
加

の
方
も
三
名
で
大
変
懐
か
し
く
、
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。
二
次
会
は
、
カ

ラ
オ
ケ
組
と
お
話
組
と
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
楽
し
み
ま
し
た
。 

時
に
は
、
お
花
見
、
忘
年
会
な
ど

十
数
名
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
の
輪
・
和
が
広
が
り
ま
す

よ
う
に
。 

 
 

（
石
井
喜
代
子
） 

第
十
八
回
生
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

第
四
回
の
今
回
は
、
二
〇
一
〇
・

五
・
二
十
六
、
榴
ヶ
岡
の
仙
台
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
五
人
の
恩
師
を
お
迎
え
し
、

総
勢
一
〇
九
名
で
盛
大
に
還
暦
を
祝

う
会
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
お
祝
い
会
に
ふ
さ
わ
し

く
、
同
期
の
医
師
に
よ
る
「
老
人
と

し
て
の
心
構
え
」
の
講
演
や
ゴ
ス
ペ

ル
、
す
ず
め
踊
り
の
披
露
な
ど
も
あ

り
、
華
や
か
な
集
い
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
小
川
先
生
・
宍
戸
先

生
・
伊
達
先
生
・
佐
々
木

八
郎
先
生
・
影
山
先
生
は

と
て
も
お
元
気
で
、
老
壮

期
を
迎
え
る
私
た
ち
の
良

き
お
手
本
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。 

一
九
九
七
年
の
八
軒
中
創
立
五
十

周
年
の
名
簿
作
り
を
機
に
再
会
で
き

た
私
た
ち
十
八
回
生
は
、
五
十
歳
を

目
前
に
し
て
学
年
五
六
〇
名
の
過
半

数
の
消
息
が
得
ら
れ
、
以
来
一
九
九

八
・
八
、
二
〇
〇
三
・
十
、
二
〇
〇

八
・
二
と
三
回
の
同
期
会
を
開
い
て

き
ま
し
た
。 

劇
的
な
再
会
か
ら
十
余
年 

残
念
な
が
ら
鬼
籍
に
入

ら
れ
た
方
、
未
だ
現
役
で
お
仕
事
中

の
方
、
お
孫
さ
ん
の
世
話
を
さ
れ
て

い
る
方
、
定
年
後
の
自
由
を
楽
し
ん

で
い
る
方
と
様
々
な
が
ら
、
今
後
も

再
び
連
携
し
て
い
け
る
こ
と
を
確
信

で
き
た
会
で
し
た
。
元
応
援
団
の
エ
ー

ル
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
八
割
の
方

が
二
次
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

  

た
っ
た
一
つ
の
残
念
は
、
参
加
者

が
多
く
、
一
枚
の
写
真
に
入
り
き
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。 

常
任
幹
事
三
十
名
と
い
う
十
八
回

生
は
、
こ
れ
か
ら
も
団
塊
の
世
代
と

し
て
昭
和
・
平
成
・
―
と
元
気
に
歩

い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

先
生
方
と
一
緒
に 

（
三
浦 

順
子
） 

５０年記念同期会
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今
年
度
も
集
い
ま
し
た(

二)
  

第
十
三
回
生
（
昭
和
三
十
五
年
卒
） 

十
三
回
生
の
絆
は
堅
い 

            

二
〇
一
〇
年
、
卒
業
し
て
半
世
紀

が
経
過
し
た
。
他
中
学
校
、
そ
し
て

八
軒
中
の
卒
業
生
と
比
べ
て
み
る
と

十
三
回
生
の
同
期
会
、
ク
ラ
ス
会
の

開
催
は
活
発
で
あ
る
。
今
回
は
九
月

二
十
六
、
二
十
七
日
に
、
秋
保
温
泉
・

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
で
七
回
目
の

同
期
会
を
開
催
し
た
。
例
年
同
様
に

多
く
の
参
加
者
（
七
十
六
名
）
の
も

と
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。
今
回
は
総

会
、
懇
親
会
の
ほ
か
、
趣
向
を
凝
ら

し
、
三
名
の
方
に
「
い
ま
私
が
大
事

に
し
て
い
る
こ
と
」
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
。 

固い絆の１３回生

  
 

同
期
会
開
催 

 

第
六
回
生
（
昭
和
二
十
八
年
卒
） 

懇
親
会
で
は
名
取
の
日
舞
・
ミ
ス

タ
ー
マ
リ
ッ
ク
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
た
本
格
的
な
マ
ジ
ッ
ク
等
も
披

露
さ
れ
、
皆
な
夜
の
更
け
る
の
を
忘

れ
大
い
に
飲
み
、
語
ら
い
、
楽
し
ん

だ
。
翌
日
は
ゴ
ル
フ
・
秋
保
散
策
・

談
話
会
と
充
実
し
た
二
日
間
を
過
ご

し
、
次
回
も
元
気
で
再
会
で
き
る
よ

う
に
と
胸
に
秘
め
各
自
帰
途
に
つ
い

た
。 

 
 

 
 

（
庄
司 

茂
雄
） 

※ 

こ
の
時
の
同
期
会
の
二
次
会
の

席
上
で
、
三
年
四
組
の
ク
ラ
ス
会

の
話
が
持
ち
上
が
り
、
十
一
月
に

名
古
屋
か
ら
再
度
来
仙
し
た
女
性

に
合
わ
せ
て
、
男
性
十
四
名
、
女

性
六
名
が
集
ま
り
、
再
び
二
次
会

ま
で
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
十
一
月 

十
六
～
十
七
日 

 

第
七
回
生
（
昭
和
二
十
九
年
卒
） 

  
 

編
集
後
記  

  
 

十
名 

 
 

鳴
子
温
泉
・
鳴
子
ホ
テ
ル 

 
 

 
 

 
 

二
十
八
～
二
十
九
日 

 
 

平
成
二
十
二
年
十
一
月 

 
 

三
年
四
組
ク
ラ
ス
会
開
催 

 

第
十
一
回
生
（
昭
和
三
十
三
年
卒
） 

   
 

秋
保
温
泉
・
蘭
亭 

 
 

四
十
名
・
恩
師
一
名 

 
 

同
期
幹
事
会
開
催 

※ 

掲
載
に
当
た
っ
て
、
執
筆
者
の

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日 

二
十
四
名 

 

 

毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
綱
渡
り
の

編
集
作
業
で
し
た
。
今
年
度
は
同
窓

会
入
会
式
が
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど

後
の
日
程
と
な
り
、
余

裕
が
あ
っ
た
は
ず
な

の
に
、
原
稿
の
仕
上
が

り
が
直
前
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
同
級
会
や
同
期
会
の
様
子
が
伝

え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
懲
り
ず
、
今
後

と
も
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
情
報

提
供
、
ご
寄
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

八
軒
つ
う
し
ん
第
六
号 

発
行
日 

平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年 

三
月
十
一
日
発
行 

発
行
者 

八
軒
中
同
窓
会
事
務
局

〒
九
八
四
―
〇
八
二
七 

 
 
 

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉
八
軒 

小
路
九
―
一 

仙
台
市
立
八
軒
中
学
校
気
付 

次
号
こ
そ
余
裕
を
持
っ
て
と
は
思

う
も
の
の
、
そ
の
前
に
「
私
の
八
軒

時
代
」
の
編
集
と
い
う
大
仕
事
が
横

た
わ
っ
て
い
ま
す
。
頁
数
が
「
八
軒

つ
う
し
ん
」
の
数
倍
に
は
な
る
見
込

み
な
の
で
、
ギ
リ
ギ
リ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
心
し
て
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
そ
の
他
の
同
期
会
、 

ク
ラ
ス
会
等
の
開
催
情
報 
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